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提出された意見等の概要とこれに対する考え方 

 

 

案 件 名 ：「高齢者、障害者等が円滑に旅行できる環境の整備に関する

条例(仮称)(骨子案)」 

意 見 募 集 期 間 ：令和 4年 12 月 16 日（金）～令和 5年 1月 6日（金） 

意 見 等 の 提 出 件 数 ：20 件（６名） 

県の考え方の表記について ：  

【意 見 を 反 映】･･･意見等を反映したもの（２件） 

【対 応 済 み】･･･意見等の内容が既に記載されているもの、条例に記載はないが 

県の施策で対応しているもの（一部対応済み含む）  （４件） 

【今後の取組の参考】･･･今後、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ施策を推進する上で参考とするもの(14 件) 

【対 応 困 難】･･･対応が困難なもの（０件） 

 

 

番号 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

1 

第１条 

定義 

運送事業者とあるが、私鉄・

JR など公共交通機関との連携

がないのはなぜか。無人駅や

エレベーターがない駅からタ

クシー乗り場への移動介助が

必要なのではないか。 

 

１ 【意見を反映】 

「運送事業者」の文言には

私鉄や JR等の鉄道事業者も含

んでいます。対象が分かりに

くかったため、第１条（２）ウ

において鉄道事業者（鉄道事

業法第２条第１項に規定する

鉄道事業を営む者）を例示と

して明記しました。 

駅からタクシー乗り場への

移動介助については、今後の

取組の参考とさせていただき

ます。 

2 

第２条 

基本理念 

「行きたいところに旅行で

きる」との表現が幾度も出て

くるので、その具体的な内容

が想定できるといい。少しで

も具体性が伴うといい条例に

なると感じた。 

１ 【意見を反映】 

「行きたいところに旅行で

きる」の具体的な内容が想定

できるよう、基本理念の表現

を「希望する目的地、交通手

段、施設、体験活動等を自由

に選択できる」に修正しまし

た。 

3 

第５条 

観光関連事

業者の役割 

宿泊施設のユニバーサルマ

ナー研修を実施可能機関に依

頼し、年１回の実施を義務づ

けてはどうか。 

１ 【一部対応済み】 

第５条において、宿泊施設

をはじめとする観光関連事業

者に対して高齢者、障害者等

の受入体制の充実に努めるよ

う呼びかけています。また、

第 12 条（人材の育成）にお

いて、高齢者・障害者等への

接遇の向上に向けたユニバー
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番号 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

サルツーリズムおもてなし研

修など、人材育成に必要な施

策を講ずることを規定してい

ます。ご意見を踏まえ、引き

続き受入体制の充実を図りま

す。 

4 

第９条 

観光関連事

業者及び支

援団体等相

互の連携 

食事処や宿泊施設と福祉事

業者（訪問介護、福祉用具販

売・レンタル業者等）の連携

を検討してはどうか。 

１ 【今後の取組の参考】 

第９条において、観光関連

事業者や支援団体等の連絡体

制の整備や協議の場の設置等

を行い、ユニバーサルツーリ

ズム推進のネットワーク化に

取り組むこととしています。 

福祉事業者との連携につい

ても、今後の取組の参考とさ

せていただきます。 

5 

第 10 条 

観光関連事

業者に対す

る支援 

移動が困難な障害者でも、

まずは点から点へ移動しやす

いよう、スロープや休憩用の

いす・ベンチ、障害者用のトイ

レの整備などを盛り込み、「行

きたいところへ旅行できる」

だけでなく、点から面へと「旅

行を楽しめる」具体的な内容

を盛り込むよう要望する。 

１ 【今後の取組の参考】 

福祉のまちづくり条例に基

づきバリアフリー化を進める

とともに、第 10 条により受

入体制の充実のために必要な

支援を行うことで、安全で快

適な旅行を楽しむことができ

るよう、高齢者、障害者等が

円滑に旅行することができる

環境の整備を進めていきま

す。 

6 

宿泊施設のバリアフリー補

助を行う方針なのか。また、

ヘルパーを同行させるのか。 

１ 【一部対応済み】 

第 10 条において、観光関連

事業者に対して受入体制の充

実のために必要な支援を行う

こととしています。 

令和５年度予算案では、ユ

ニバーサルツーリズムに積極

的に取り組もうとする宿泊施

設に対して、貸出用品の購入

等のソフト対策経費とバリア

フリー化等のハード整備経費

を支援する制度の運用を開始

する予定です。 

ヘルパーを同行させる旅行

の受入については、引き続き

観光関連事業者等への協力を

呼びかけていきます。 
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番号 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

7 

第 12 条 

人材の育成 

宿泊施設の従業員を増や

し、介護の研修等を行い、金

銭補助等を行う方針なのか。 

１ 【一部対応済み】 

第 12 条において、高齢者、

障害者等に対する接遇の向上

による受入体制の充実を図る

研修の実施をはじめとする人

材育成に取り組むこととして

います。 

また令和５年度予算案にお

ける宿泊施設に対するソフト

対策経費への支援では、従業

員の接遇資格取得受講費も補

助対象とする予定です。 

8 

第 13 条 

相談員 

バリアフリー観光、宿、食事

処、買い物処の UT 情報案内相

談窓口、ステーションを設置

してはどうか。 

 

１ 【今後の取組の参考】 

第 13 条において、ユニバ

ーサルツーリズムに関する相

談・助言等を行う相談員（ユ

ニバーサルツーリズムコンシ

ェルジュ）を養成することと

しています。いただいたご意

見については、今後の取組の

参考とさせていただきます。 

9 

その他 UD タクシーの車体は高価だ

という認識があるようだが、

比較的導入しやすい車種もあ

ると聞くので、助成等により

兵庫県内での普及に努めるべ

き。同時に UD バスの導入も

さらに進めるべき。 

１ 【一部対応済み】 

福祉のまちづくり基本方針

において、令和７年度までに

福祉タクシー2000 台増、乗合

バスに対するノンステップバ

ス導入率 80％を目標とし、ノ

ンステップバスの車両購入費

を補助する等、タクシーやバ

スのバリアフリー化を進めて

います。 

10 

その他 兵庫県から発着する関空、

伊丹空港バスを UD化してはど

うか。 

 

１ 【今後の取組の参考】 

ユニバーサルツーリズムの

推進には目的地に着くまでの

移動手段の確保も重要です。

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

11 

その他 特に観光地におけるユニバ

ーサルトイレ、どこでもトイ

レ、トイレ設置場所情報を地

図化、音声情報化し、配布場所

を公表してはどうか。 

 

１ 【今後の取組の参考】 

兵庫県公式観光サイトにお

いて、一部地域のユニバーサ

ルマップを公開しています。 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 
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番号 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

12 

その他 県経営者協会、商工会など

に、傘下の小売事業者への合

理的配慮（スロープ設置、筆

談ボード設置、心のバリアフ

リー等）の呼びかけを依頼し

てはどうか。例えば、西宮市

が実施している「あいサポー

ト運動」を実施し、障害者へ

の理解を深める研修を定期的

に受けてもらう等。 

１ 【今後の取組の参考】 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

13 

その他 観光地において、UT 有償ヘ

ルパー、有償ボランティア、

ステーション（相談窓口）を

設置してはどうか。 

１ 【今後の取組の参考】 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

14 

その他 観光地において、アクセス

マット、ヒッポキャンプ、

JINRIKI、車椅子等の福祉用

品の無償レンタルを行っては

どうか。 

１ 【今後の取組の参考】 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

15 

その他 各市町村の社会福祉協議会

に意見を募ってみるのもい

い。 

 

１ 【今後の取組の参考】 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

16 

その他 人材育成、サービス提供、

情報提供とあるが、現状、

JR・私鉄沿線の無人駅等へ職

員を派遣し、移動介助を行う

方針なのか。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご提案の内容について、今

のところ制度化等の予定はあ

りませんが、今後の取組の参

考とさせていただきます。 

17 

その他 高齢者、障害者等の介護タ

クシー利用料金や盲人の方の

ガイドヘルパー利用料金の補

助等を行う方針なのか。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご提案の内容について、今

のところ制度化等の予定はあ

りませんが、今後の取組の参

考とさせていただきます。 

18 

その他 家族や友達と一緒に旅行を

楽しむとのことだが、高齢者、

障害者等のマイカーの改造費

補助を行う方針なのか。 

１ 【今後の取組の参考】 

ご提案の内容について、今

のところ制度化等の予定はあ

りませんが、今後の取組の参

考とさせていただきます。 

19 

その他 ユニバーサルツーリズムが

条例化されることに感銘し

た。出身地である新温泉町が

全国に先駆けてユニバーサル

ツーリズムに取り組む福祉の

町となるため、「みんなで湯

村（湯村温泉）を楽しむため

１ 【今後の取組の参考】 

本条例では、県内市町や観

光関連事業者等と連携しなが

ら、高齢者、障害者等が円滑に

旅行することができる環境の

整備を進めていくこととして

います。 
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番号 項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

に、あったらいいな！を創り

出す」プロジェクトを新温泉

町に提案したい。観光客増、

地域活性化、雇用創出、人口

流出食い止めに繋がると確信

している。 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

20 

その他 全盲となり絶望を感じてい

たときに希望を与えてくれた

のが旅行だった。条例の検討

に心より喜びを感じている。 

末端神経症があるため点字

が読めないが、一人で旅行す

る際は旅先の人とのコミュニ

ケーションで解決している。

当事者にも言えることだが、

宿泊施設等の方の「コミュニ

ケーションの向上」は欠かせ

ない要素だと感じている。 

生きる希望を失っている人

たちに、旅行によって生きる

希望を感じてもらうには、

「ハード」から濁点を取って

「ハート」も大切だと思うの

で、ハードの充実だけでな

く、その点も条例に組み込ん

でいただけると幸いである。 

１ 【今後の取組の参考】 

福祉のまちづくり条例に基

づきバリアフリー化等のハー

ド整備を進めるとともに、本

条例では人材育成や普及啓

発、情報提供などバリアを人

の手等でカバーするソフト対

策を中心に取り組んでいくこ

ととしています。 

いただいたご意見について

は、今後の取組の参考とさせ

ていただきます。 

 


